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　同志社大学工学部インテリジェント情報工学科（知的デザイ

ン研究室）では三木光範教授を中心に、市販されているパソ

コンとオープンソースなOS（Linux）をベースとした“PCクラスタ”

と呼ばれる並列コンピュータの開発に取り組んできました。

2001年にはPentiumⅢを用いた70ギガフロップスの高性能マ

シンを、また2003年にはOpteronベースの512CPU、1.169テラ

フロップスのマシン（Super Nova）を開発。世界トップ500のう

ち第93位（第22回Supercomputer Sites）、PCクラスタ型では

日本第1位にランクインするなど、その実績は世界中から注目さ

れています。�

　私たちは、これまでの研究・開発成果をもっと幅広く還元で

きないかと考え、研究会やセミナーなどを開催してHPCの普及

を目指してきましたが、企業の皆さんから「ユーザーが限られて

いるLinuxではなく、Windowsを基盤としたHPCが作れないか」

という意見が多数寄せられるようになりました。こうした社会的

な要請を受け、2006年4月、同志社大学とマイクロソフト社、

ハードやソフトウェア開発企業など5社の産学連携で設立され

たのが、同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』です（現

在11社）。Windowsが開発したHPC用のプラットフォーム�

“Windows Compute Cluster Server 2003（Windows CCS 

2003）”をベースに、一般企業のオフィスで使えるようなハード

ウェアの構築やアプリケーションの提供を行おうというもので、

並列コンピュータの高度な計算力を応用することによって、新

たな技術革新や新製品の開発につなげ、産業界の活性化

に貢献したいと考えています。単なる研究組織ではなく、より

実際的なHPCの普及・活用を目指す“コンソーシアム”という

形での産学連携は、世界的にもユニークな取り組みではな

いでしょうか。�

�

�
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　近年の急激なIT革新、そしてコンピューティング環境の変

化に伴い、企業やオフィスに蓄積された情報ソースは膨大な

量にのぼります。今後、こうしたデータを活用した大規模な解

析やシミュレーション、CAE（コンピュータ支援エンジニアリング）

など、高速・大容量の処理を可能とするHPCプラットフォーム

の重要性はますます高まっていくでしょう。Windowsのような

汎用性の高いOSに積極的に対応していくことは社会的使

命と言えます。�

　私たちがイメージしているのは、大掛かりな並列コンピュー

タシステムを使って途方もない計算をするというものではなく、

複数のネットワーク上に存在するハードウェア資源やさまざまな

情報を一元管理し、オフィス・アプリケーションと連携させながら、

それぞれのユーザー目的に応じて最適な並列計算（データ処理）

を提供しようというものです。例えば、数値計算のインターフェ

イスとして知られるExcelは、流通業界でのサプライチェーンマ

ネジメントや金融商品のリスク計算（モンテカルロ・シミュレー

ション）などさまざまな分野で応用されています。しかしデスク

トップ上のアプリケーションであるため、大規模化する計算需

要には対応しきれないという問題がありました。Windowsで

PCクラスタが容易に利用され、Excelの計算処理能力が飛躍

的に高まれば、これまで考えられなかったような製品開発や

仕事の効率化を実現できるかもしれません。また、大型サー

チエンジンのGoogle（グーグル）などのように、ハイパフォーマ

ンスな計算処理を使った新サービスが生まれる可能性もあり

ます。HPCクラスタのすそ野は大きく広がっています。�

�

�

　同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』が設立され

て1年半余りが過ぎようとしています。これまで、東京や大阪

などで年に2～3回、HPCコンソーシアムについてのキックオフ

セミナーや説明会を開催して多くの参加者を集めたほか、実

際にWindows CCS 2003を使ってみようという企業が登場

するなど、その認知度は徐々に高まっています。もちろん、

Windows CCS 2003をパソコンにインストールするだけですぐ

に使えるわけではありません。オフィス環境で必要なツールを

HPCとどのように関連付けていくのか、またアプリケーションを

どのように充実させていくのかなど、まだまだチャレンジが必要

な部分もたくさんあります。今後は、コンソーシアムの参加メン

バーであるマイクロソフトやビジュアルテクノロジー、これまで同

志社大学とともにPCクラスタを開発してきた先端企業などと

協力しながら、多面的な角度から問題検証と解決を行ってい

きたいと思っています。�

　最近のトレンドとして、“データ・マイニング”という技術が注

目されています。さまざまな産業分野でどんどん蓄積されてい

る大量のデータをいかに網羅的に適用し、効果的に処理して

いくのか…。同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』の

取り組みの中から、新たな産学連携の可能性が広がり、それ

が更なる産業創出につながっていくことを期待しています。�

林　憲一 氏�
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マイクロソフト株式会社 ウィンドウズサーバー製品部 マネージャ�

2006年 3月 8日 新聞記者発表�

4月 1日 Windows HPCコンソーシアムを発足�

5月11日 Grid Worldにて発表�

6月20日 AMDクラスタカンファレンスにて発表�

7月21日 VT/KGT 共同セミナー 可視化技術セミナーにて発表�

7月24～26日 可視化情報学会にて発表�

8月24日 Windows CCS日本語版発表に伴い、オープニングセミナーを開催�

11月 3日 名古屋大学で開催された日本機械学会にて講習会を開催�

2007年 1月18日  「PCクラスタの新潮流：パーソナルクラスタ」と題した2006年度 第1回セミナーを、同志社大学東京オフィスにて開催�

2月15日 「Excel が拓くPCクラスタの新世界」と題した2006年度 第2回セミナーを、東京オフィスにて開催�

3月14日 「PCクラスタの新潮流：パーソナルクラスタ」と題した2006年度 第3回セミナーを、東京オフィスにて開催�

6月 7、13日 「一歩先へ進むためのIT基盤：PC クラスタ」と題した2007年度 第1回セミナーを、クリエイション・コア東大阪および東�
 　京オフィスにて開催�

8月29日 2007年度 第2回セミナーを、東京オフィスにて開催�
 HPCの分野で著名なDr. Burton Smith (Microsoft Technical Fellow) に講演いただく�

9月12日 東京国際フォーラム（東京有楽町）で開催されたイノベーション・ジャパン 2007にてWindows HPCコンソーシアムを紹介�

9月18日 Windows クラスタ　講習会を東京・キャンパスイノベーションセン�
 ター東京にて開催�

11月10～16日 米国Nevada州Renoで開催された国際会議 IEEE/ACM Supercom-�
 puting 2007にて、Windows HPCコンソーシアムを展示�

2008年 2月28日 東京にて、大学・研究室向けにWindows クラスタ講習会を開催予定�
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『Windows HPCコンソーシアム』�
� ～新たな技術革新への挑戦～�

PCクラスタが産業のすそ野を広げる！�
�同志社大学�
�

　2006年4月、「すべての科学者、技術者、学生、あらゆる企業にHigh Performance 
Computing（HPC）の利用を促進する」という理念のもと、同志社大学『Windows 
HPCコンソーシアム』は設立された。同志社大学寄付教育研究プロジェクトの一つとして、
マイクロソフト社などと協力しながら、企業やオフィスでのPCクラスタの活用・普及を目指して、
さまざまな取り組みを行っている。今回は、廣安知之准教授から、HPCコンソーシアムの概
要や活動内容、企業やオフィスにおけるHPCの可能性、展望などについて話を伺った。�

オフィス環境への対応で�
HPCの新たな可能性を模索�

蓄積されたデータを網羅的に活用して�
新産業を創出�
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　毎年恒例のビジネスプ
ランコンテストを今年も開
催いたしました。12月3・
4日に行った予選には22
チームが参加し、6チーム
の決勝進出が決定しました。�
　そこからDosh i sha�
New Island Contest 
2007までの約10日間、
出場チームの皆さんは、事
業計画を見直し、プレゼン
テーションの練習をされた
ことでしょう。12月15日
の本番では、6チームそれ
ぞれに趣向を凝らした発
表を見せてくれました。�
　例年、本学のビジネスプ
ランコンテストに応募され
る事業計画は社会貢献を
重視した内容が多く嬉しい

限りなのですが、今年度はそれに加えて「人と人との絆」を重要視
するプランが多く見られました。例えば、2位に輝いた＜『おかんご
かん』～BIRTHDAYビジネス～＞は、独身男性から母親へのバー
スデイプレゼントを仲介する事業。3位の＜名刺の電子化～CYSM
～＞は、名刺交換から始まる人と人との長いつながりを可能にする
デバイス開発を目指すプラン。また、惜しくも入賞は逃しましたが
＜レンタル別荘～絆を形に～＞はタイトルどおり、家族の絆を大切
にしたいという思いから生まれたプランです。�
　1位に輝いた＜京都野菜取引所＞は、無農薬野菜をできるだけ
安価に、広く流通させたいという思いからできたプランです。欲し
い野菜に出資し、その額に応じた量を還元するという事業計画を、

メリハリの効いたプレゼンテーションで披露してくれました。本プラ
ンを発表した田中淳士さん（商3）は、本格的に起業を目指されると
のこと。審査委員からも「まずは、『京野菜』とインターネットで検索し、
出てきたページをすべて読みなさい。その後、京都の農家で1年間
修業させてもらいなさい」という温かい叱咤激励のコメントがあり
ました。�
　このコンテストに参加された学生さんからは、「楽しく真剣に取り
組むことができました」「プランを作成する中でたくさんの方と出
会い、充実した時を過ごしました」というメールをたくさんいただい
ております。これは、リエゾンオフィスが行う学生対象事業の中で最
も重要視しているところです。今後の彼らの活躍を楽しみにすると
ともに、ご協力くださった方々に感謝申しあげます。今後ともご支援
のほどよろしくお願いいたします。�

Doshisha New Island Contest 2007
第4回 同志社大学ビジネスプランコンテスト�

日時：2007年12月15日（土）13：00より�
場所：同志社大学新町キャンパス　尋真館20番教室 �
�

　プレゼンテーション部門は22組中予選審査を通過した6チームが発
表を行い、審査委員の審査および来場者投票により順位を決定しました。�
�
　ポスター部門は、予選通過を果たせなかったプランを含めた22チー
ムのビジネスプランが会場を彩り、来場者による投票を行いました。 

ポスター部門1位　＝（レーベン）　文学部2回生 高岡 愛、経済学部3回生 上田 航、京都精華大学 河野 愛生、龍谷大学 間宮 大樹�

『おかんごかん』～BIRTHDAYビジネス～（顔採用）、京都野菜取引所（ショッキング）、レンタル別荘～絆を形に～（KY）、ご当地マップ（創造堂）、�

ペットボトル広告“ひきまっせ”（ピザメン）、「学生企画」（FMK planning）、シニア層のための、マイナースポーツ商品販売（グランド）、団塊の世代は大学を救う計画（極め）、�

get beauty（政策学部1回生 増田彩香）、Ultimate Ecology（HEROes）、新入生を守れ（smartaleck）、企業広告の入ったクーポン付傘「タダ傘」を配布する事業（チーム FNT）、�

屋上緑化カフェで「いやし」と「健康」を（M's）、広告車による新規レンタカー事業～公道を走るF1～（さんだす）、名刺の電子化～CYSM～（if）、�

服のコーディネートお手伝いします（がちゃぴん戦隊）、きっと後悔するスーツ選びをするあなたに（SPT）、Solo Karaoke（Son-Nani）、カサぱっくん（同志社香里高校 岩崎香織）、�

e-MAP ～DOCODEMOさーち～（同志社香里高校 河村佳代）、楽開け！！ 落ちへんふた！ （同志社ファイターズ）�

●プレゼンテーション部門 出場プラン�
�

●ポスター部門出場者�

1位　京都野菜取引所（ショッキング）　商学部3回生 田中 淳士　��
2位　『おかんごかん』～BIRTHDAYビジネス～（顔採用）　商学部4回生 木村 真規子、商学部4回生 眞田 菜穂子、政策学部4回生 竹内 愛、京都大学 前川 和都��
3位　名刺の電子化 ～CYSM～（if）　法学部2回生 福井 一生�
�

ペットボトル広告“ひきまっせ”（ピザメン）、レンタル別荘～絆を形に～（KY）、広告車による新規レンタカー事業～公道を走るF1～（さんだす）�

主催／同志社大学・同志社大学リエゾンオフィス・同志社ベンチャートレイン 　　協賛／株式会社南都銀行・株式会社池田銀行・同志社校友会大阪支部 産官学部会（LCC）　 �

�

〈以下発表順〉�

〈以下エントリー順〉�

1位 京都野菜取引所� 2位 「おかんごかん」�
� ～BIRTHDAYビジネス～�

�

～CYSM～�
3位 名刺の電子化� ポスター部門1位　＝�

�

ご興味を持たれた方は、下記までご連絡ください。�

ご希望の方には、Windows Clusterに関する情報交換のためのメイリングリストへご登録させていただきます。�

　廣安知之研究室…0774-65-6932　 tomo@is.doshisha.ac.jp
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特集｜同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』～新たな技術革新への挑戦～�

特集｜同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』～新たな技術革新への挑戦～�

05 06

特
集�
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同志社大学とコンソーシアムへの期待�

第4回 関西・関東10私大産学連携フォーラム�

　2007年12月13日、関西学院大学西宮上ヶ原キャンパスにて、

『イノベーションと大学間連携』と題し、第4回関西・関東10私大

産学連携フォーラムを開催した。本フォーラムは関西（関西大学・

関西学院大学・立命館大学・同志社大学）と関東（慶應義塾大学・

中央大学・東京電機大学・日本大学・明治大学・早稲田大学）の

10私大の知を結集し、研究成果を広く産業界等に還元すること

を目的としている。�

　基調講演では、シャープ株式会社 ディスプレイ技術開発本部 

技監 船田文明氏をお招きし、「イノベーション創出とプレイヤー（個

人・大学・企業・政府の役割）・・・液晶ディスプレイの場合を振り

返って・・・」というテーマで、液晶ディスプレイ開発時の経験に基

づいて話があった。また、このような10の私立大学が集まるこ

とで大学間連携が強化されることに対する期待も語られた。�

　引き続き、主催10私大から研究シーズ発表があり、本学から

は廣安知之准教授（工学部インテリジェント情報工学科）が、早稲

田大学宮下朋之准教授（創造理工学部総合機械工学科）との共

同研究成果「手術シミュレーションとその並列化」を発表した。

この発表は、本フォーラムの趣旨である「私大の知の結集」を体

現した共同研究による成果の発表であり、場内の注目を集めて

いた。10のシーズ発表は長時間に及んだが、各大学から若手教

員を中心としたさまざまな最新の研究成果の発表があり、200

名を超える参加者は熱心に耳を傾けていた。また、同時展示し

ていた各大学のブースでは、最新の技術に関心をもつ企業関係

者や支援機関から、多くの質問があった。�

　終了後には懇親交流会が行われ、講演者・大学研究者と参加

者がテーブルを囲み、意見交換や情報交換などが行われた。�

　今後、関西関東の10私大がより密な連携を行うことで、新た

なイノベーションの創出が期待されている。�

第4回 同志社大学ビジネスプランコンテスト�

Doshisha New Island Contest 2007

JRA

「若者層が『馬の美しさ』に関心を高める広告プロモーション企画研究」�

　産学連携は理系研究開発型産学連携に限ったことではない。

本稿は広告・デザインという視点から文系産学連携を考える。�

　同志社大学は2007年4月、株式会社中央競馬ピーアール・

センターより「若者層が『馬の美しさ』に関心を高める広告プロ

モーション企画研究」を受託した。この研究は、日本中央競馬会�

（JRA）のファン獲得のためのPR映像を同志社大学と立命館大

学の学生がそれぞれ制作し、京都競馬場のG-1レースのターフ

ビジョンで放映する企画である。�

　JRAでは、1994年には24%いた若者ファン層が2006年に

は7%に減少するなど、若者層の競馬離れの問題がある。若者の

ファン層を増やすために、JRAは同志社大学、立命館大学にアイ

ディアとパブリシティを期待し、このプロジェクトが実現した。�

　同志社大学は、プロジェクト科目「京町家文化再考―再生利

用と伝統の継承」(科目担当者Pang Jun社会学部嘱託講師)から、

有志で映像プロジェクトゼミを編成し、この企画に携わった。�

　当然のことだが、ある映像作品を制作するまでには、撮影・編

集技術はさることながら、莫大な時間と労力を費す。プロジェク

トチームの学生は企業との面談、ニーズへの対応、電話応対ま

で一連の企画に携わり、座学ではなくフィールドワークを中心に

このプロジェクトを遂行した。�

　映像作品は先述のとおり、11月のG-1レース「マイルチャン

ピオンシップ」で放映

され、各マスコミで取

り上げられるなど大学

にも企業にも宣伝効果

の大きいものとなった。�

　この事例から未開拓

な文系分野でも連携

次第でさまざまな効果

が期待されることがお

わかりかと思う。文系

産学連携も今後注目

に値するのではなかろ

うか。�

LIAISON CAFE

　マイクロソフトが対外的にHPCへの取り組みを明らかにしたの

は2005年11月である。シアトルで行われたHPC業界最大のイベン

トSC 05で、マイクロソフト会長のビル・ゲイツが基調講演をしたの

がそれである。“The Future of Computing in the Sciences”と

題した講演でビルは科学者の研究とコンピュータを切れ目なくつ

なぐこと、その障害となるものを取り除くこと、洞察を得るまでの時

間を短縮することがマイクロソフトの使命であると述べ、その第一

歩としてWindows Compute Cluster Server 2003（CCS）の提供

を発表した。SCでベータ版の提供を開始したCCSは翌2006年6

月に正式に出荷された。CCSはHPC Goes Mainstreamをスロー

ガンに、いままでHPCの世界に入ることを躊躇していた人たちを招

きいれ、世界の科学技術の発展に寄与することが目標とされた。�

　米国本社でのこの取り組みを受け、日本での取り組みが検討

された。その中で、やはり日本は製造業の国であり、製造業、特に

中小製造業に貢献することが最大の目標と設定された。こうし

た業種にCCSを知ってもらうにはどうすればいいか、インフルエン

サーは誰か、と検討した結果、同志社大学の三木教授が候補に

挙がった。幸いにも三木先生も同じ考えをお持ちで、設立された

のがWindows HPCコンソーシアムである。このコンソーシアムは

HPC技術の普及啓蒙を最大の目標とし、セミナーやチュートリア

ルを通じて、中小企業を中心とした多くの製造業の方々にHPC

技術の提供を行っている。決してHPCは一部の人のものではなく、

その恩恵は誰にでも享受できるものである、という三木教授の考

えは徐々に形になり始めている。今後も同志社大学、ならびに

Windows HPCコンソーシアムを通じ、日本の科学技術振興に貢

献するのがマイクロソフトの使命であると考えている。�

同志社大学と続けるHPCへのチャレンジ�

　Windows HPCコンソーシアム設立から約2年が過ぎようとして

います。 �

　コンソーシアム設立以前より同志社大学とは、ユーザーとベン

ダーの域を超え、並列計算（HPC）へのチャレンジを行ってまいり

ました。このコンソーシアムもその中の一つとして従来 Linuxベー

スであったクラスタシステムをスタンダードOSであるWindowsへと

広げていく一歩としてスタートしたものです。 「HPCをトライしたい

けれどもLinuxは…」というユーザー様も実は多くあり、特に今まで

Windows中心でお使いのユーザー様などは、Linuxへのハードル

があるのも事実です。この点を並列計算(HPC)研究の国内での

パイオニアである同志社大学は既に大規模クラスタの経験も非

常に豊富であり、OSにとらわれること無く、また、OSの違いでのメ

リット・デメリットなども把握できる数少ないユーザーですので、これ

からHPCを取り組もうとしているユーザー様の指針となるべく国

内HPC分野を先導していただくことを期待しております。また、新

たな可能性含め非常にチェレンジングな姿勢に弊社も共感を

持っておりますので、今後も更なる協力体制を保っていきたいと

思います。 �

　同志社大学が中心であり、弊社も設立メンバーでもある

Windows HPCコンソーシアムに対しては、世のコンピュータOSの

殆どがWindowsの中、普段より使い慣れたユーザーフレンドリー

な環境のままで並列計算をより多くのユーザー様が利用できるよ

う先導すべきと思っております。次期バージョンは機能・性能も格

段の向上とのこと、2008年こそWindows HPCコンソーシアムが力

を発揮する年になると思います。�

同志社大学の発展に必要な計算科学�

　我々の粉体工学研究室では、粒子要素法を中心に分子動力

学法やモンテカルロ法、CIP法など各種の手法を利用して、高速

大規模シミュレーションを行っている。これまで文部科学省学術フ

ロンティア事業や京都府地域結集型共同事業において、大きな

成果をあげてきた。これは、計算科学が、理論、実験に続く第3の

手法として確立されてきたからである。また、2012年には、神戸に

次世代のスーパーコンピュータが設置される予定である。これは、

1秒間に10ペタ（1015） Flop/S計算能力を有する地球シミュレータ

の後継機で、10ペタが日本の単位では「京（1016）」であることから、

「京速コンピュータ」と呼ばれている。先に述べた計算シミュレー

ションが今後、ますます重要になること、京速コンピュータを中心に

関西での計算科学の進展が予想される。同志社大学での理工

学の研究を発展させるためには、HPC関連の研究の充実は必

須である。そのためにも、このコンソーシアムには大きな期待を寄

せている。HPC関連の充実の鍵は、現在よりも多くの研究者に

大規模計算シミュレーションを行ってもらうこと、および多くの学生

に計算科学のカリキュラムを提供し教育を行うことにかかっている。

WindowsをOSとするクラスタは、研究者のすそ野を広げ、学生に

利用を促進する鍵の一つになると考えられる。�

Windowsクラスタで業務改善�

　ナルックス株式会社では主にプラスチックによる光学素子を製

作しております。この素子の設計、あるいは性能評価において数

値計算による電磁波解析を行っておりますが、大量の計算およ

び非常に時間のかかる計算に対してパワーが足りていませんで

した。そのような折に、同志社大学の三木先生からWindowsによ

るHPCのお話をお伺いし、クラスタマシンの導入に至りました。�

　導入したクラスタマシンは管理ノード1、計算ノード8の構成です。

マシンを導入したことで処理能力が向上し、計算によっては処理

にかかる時間が10分の1程度に短縮できました。システムが

Windowsベースということもあり、導入から運用まで比較的短い

期間で立ち上げることができたのも幸いでした。現在では、並列

計算機の特性を生かした最適化計算などに利用しています。今後、

新たな解析手法の導入やデータ処理への利用など、さらなるクラ

スタマシンの活用を進めていく予定です。�



�

同志社大学 工学部 インテリジェント情報工学科 准教授�
2008年4月 生命医科学部移籍�
Windows HPCコンソーシアム プロジェクトリーダー�
�

�

廣安　知之（ひろやす　ともゆき）�

�

同志社大学が開発した�
PCクラスタに世界中が注目�

�

�

�

　同志社大学工学部インテリジェント情報工学科（知的デザイ

ン研究室）では三木光範教授を中心に、市販されているパソ

コンとオープンソースなOS（Linux）をベースとした“PCクラスタ”

と呼ばれる並列コンピュータの開発に取り組んできました。

2001年にはPentiumⅢを用いた70ギガフロップスの高性能マ

シンを、また2003年にはOpteronベースの512CPU、1.169テラ

フロップスのマシン（Super Nova）を開発。世界トップ500のう

ち第93位（第22回Supercomputer Sites）、PCクラスタ型では

日本第1位にランクインするなど、その実績は世界中から注目さ

れています。�

　私たちは、これまでの研究・開発成果をもっと幅広く還元で

きないかと考え、研究会やセミナーなどを開催してHPCの普及

を目指してきましたが、企業の皆さんから「ユーザーが限られて

いるLinuxではなく、Windowsを基盤としたHPCが作れないか」

という意見が多数寄せられるようになりました。こうした社会的

な要請を受け、2006年4月、同志社大学とマイクロソフト社、

ハードやソフトウェア開発企業など5社の産学連携で設立され

たのが、同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』です（現

在11社）。Windowsが開発したHPC用のプラットフォーム�

“Windows Compute Cluster Server 2003（Windows CCS 

2003）”をベースに、一般企業のオフィスで使えるようなハード

ウェアの構築やアプリケーションの提供を行おうというもので、

並列コンピュータの高度な計算力を応用することによって、新

たな技術革新や新製品の開発につなげ、産業界の活性化

に貢献したいと考えています。単なる研究組織ではなく、より

実際的なHPCの普及・活用を目指す“コンソーシアム”という

形での産学連携は、世界的にもユニークな取り組みではな

いでしょうか。�

�

�

�

　近年の急激なIT革新、そしてコンピューティング環境の変

化に伴い、企業やオフィスに蓄積された情報ソースは膨大な

量にのぼります。今後、こうしたデータを活用した大規模な解

析やシミュレーション、CAE（コンピュータ支援エンジニアリング）

など、高速・大容量の処理を可能とするHPCプラットフォーム

の重要性はますます高まっていくでしょう。Windowsのような

汎用性の高いOSに積極的に対応していくことは社会的使

命と言えます。�

　私たちがイメージしているのは、大掛かりな並列コンピュー

タシステムを使って途方もない計算をするというものではなく、

複数のネットワーク上に存在するハードウェア資源やさまざまな

情報を一元管理し、オフィス・アプリケーションと連携させながら、

それぞれのユーザー目的に応じて最適な並列計算（データ処理）

を提供しようというものです。例えば、数値計算のインターフェ

イスとして知られるExcelは、流通業界でのサプライチェーンマ

ネジメントや金融商品のリスク計算（モンテカルロ・シミュレー

ション）などさまざまな分野で応用されています。しかしデスク

トップ上のアプリケーションであるため、大規模化する計算需

要には対応しきれないという問題がありました。Windowsで

PCクラスタが容易に利用され、Excelの計算処理能力が飛躍

的に高まれば、これまで考えられなかったような製品開発や

仕事の効率化を実現できるかもしれません。また、大型サー

チエンジンのGoogle（グーグル）などのように、ハイパフォーマ

ンスな計算処理を使った新サービスが生まれる可能性もあり

ます。HPCクラスタのすそ野は大きく広がっています。�

�

�

　同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』が設立され

て1年半余りが過ぎようとしています。これまで、東京や大阪

などで年に2～3回、HPCコンソーシアムについてのキックオフ

セミナーや説明会を開催して多くの参加者を集めたほか、実

際にWindows CCS 2003を使ってみようという企業が登場

するなど、その認知度は徐々に高まっています。もちろん、

Windows CCS 2003をパソコンにインストールするだけですぐ

に使えるわけではありません。オフィス環境で必要なツールを

HPCとどのように関連付けていくのか、またアプリケーションを

どのように充実させていくのかなど、まだまだチャレンジが必要

な部分もたくさんあります。今後は、コンソーシアムの参加メン

バーであるマイクロソフトやビジュアルテクノロジー、これまで同

志社大学とともにPCクラスタを開発してきた先端企業などと

協力しながら、多面的な角度から問題検証と解決を行ってい

きたいと思っています。�

　最近のトレンドとして、“データ・マイニング”という技術が注

目されています。さまざまな産業分野でどんどん蓄積されてい

る大量のデータをいかに網羅的に適用し、効果的に処理して

いくのか…。同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』の

取り組みの中から、新たな産学連携の可能性が広がり、それ

が更なる産業創出につながっていくことを期待しています。�

林　憲一 氏�
�

マイクロソフト株式会社 ウィンドウズサーバー製品部 マネージャ�

2006年 3月 8日 新聞記者発表�

4月 1日 Windows HPCコンソーシアムを発足�

5月11日 Grid Worldにて発表�

6月20日 AMDクラスタカンファレンスにて発表�

7月21日 VT/KGT 共同セミナー 可視化技術セミナーにて発表�

7月24～26日 可視化情報学会にて発表�

8月24日 Windows CCS日本語版発表に伴い、オープニングセミナーを開催�

11月 3日 名古屋大学で開催された日本機械学会にて講習会を開催�

2007年 1月18日  「PCクラスタの新潮流：パーソナルクラスタ」と題した2006年度 第1回セミナーを、同志社大学東京オフィスにて開催�

2月15日 「Excel が拓くPCクラスタの新世界」と題した2006年度 第2回セミナーを、東京オフィスにて開催�

3月14日 「PCクラスタの新潮流：パーソナルクラスタ」と題した2006年度 第3回セミナーを、東京オフィスにて開催�

6月 7、13日 「一歩先へ進むためのIT基盤：PC クラスタ」と題した2007年度 第1回セミナーを、クリエイション・コア東大阪および東�
 　京オフィスにて開催�

8月29日 2007年度 第2回セミナーを、東京オフィスにて開催�
 HPCの分野で著名なDr. Burton Smith (Microsoft Technical Fellow) に講演いただく�

9月12日 東京国際フォーラム（東京有楽町）で開催されたイノベーション・ジャパン 2007にてWindows HPCコンソーシアムを紹介�

9月18日 Windows クラスタ　講習会を東京・キャンパスイノベーションセン�
 ター東京にて開催�

11月10～16日 米国Nevada州Renoで開催された国際会議 IEEE/ACM Supercom-�
 puting 2007にて、Windows HPCコンソーシアムを展示�

2008年 2月28日 東京にて、大学・研究室向けにWindows クラスタ講習会を開催予定�

�

�

�

『Windows HPCコンソーシアム』�
� ～新たな技術革新への挑戦～�

PCクラスタが産業のすそ野を広げる！�
�同志社大学�
�

　2006年4月、「すべての科学者、技術者、学生、あらゆる企業にHigh Performance 
Computing（HPC）の利用を促進する」という理念のもと、同志社大学『Windows 
HPCコンソーシアム』は設立された。同志社大学寄付教育研究プロジェクトの一つとして、
マイクロソフト社などと協力しながら、企業やオフィスでのPCクラスタの活用・普及を目指して、
さまざまな取り組みを行っている。今回は、廣安知之准教授から、HPCコンソーシアムの概
要や活動内容、企業やオフィスにおけるHPCの可能性、展望などについて話を伺った。�

オフィス環境への対応で�
HPCの新たな可能性を模索�

蓄積されたデータを網羅的に活用して�
新産業を創出�

�

寺井　稔朗 氏�ビジュアルテクノロジー株式会社 取締役執行役員・営業本部長�

日高　重助�

 藤村　佳代子 氏�

同志社大学 工学部 物質化学工学科 教授�

ナルックス株式会社 新事業開発部 ナノオプト課 研究員�

Windows HPCコンソーシアム　イベント�

�
�

　毎年恒例のビジネスプ
ランコンテストを今年も開
催いたしました。12月3・
4日に行った予選には22
チームが参加し、6チーム
の決勝進出が決定しました。�
　そこからDosh i sha�
New Island Contest 
2007までの約10日間、
出場チームの皆さんは、事
業計画を見直し、プレゼン
テーションの練習をされた
ことでしょう。12月15日
の本番では、6チームそれ
ぞれに趣向を凝らした発
表を見せてくれました。�
　例年、本学のビジネスプ
ランコンテストに応募され
る事業計画は社会貢献を
重視した内容が多く嬉しい

限りなのですが、今年度はそれに加えて「人と人との絆」を重要視
するプランが多く見られました。例えば、2位に輝いた＜『おかんご
かん』～BIRTHDAYビジネス～＞は、独身男性から母親へのバー
スデイプレゼントを仲介する事業。3位の＜名刺の電子化～CYSM
～＞は、名刺交換から始まる人と人との長いつながりを可能にする
デバイス開発を目指すプラン。また、惜しくも入賞は逃しましたが
＜レンタル別荘～絆を形に～＞はタイトルどおり、家族の絆を大切
にしたいという思いから生まれたプランです。�
　1位に輝いた＜京都野菜取引所＞は、無農薬野菜をできるだけ
安価に、広く流通させたいという思いからできたプランです。欲し
い野菜に出資し、その額に応じた量を還元するという事業計画を、

メリハリの効いたプレゼンテーションで披露してくれました。本プラ
ンを発表した田中淳士さん（商3）は、本格的に起業を目指されると
のこと。審査委員からも「まずは、『京野菜』とインターネットで検索し、
出てきたページをすべて読みなさい。その後、京都の農家で1年間
修業させてもらいなさい」という温かい叱咤激励のコメントがあり
ました。�
　このコンテストに参加された学生さんからは、「楽しく真剣に取り
組むことができました」「プランを作成する中でたくさんの方と出
会い、充実した時を過ごしました」というメールをたくさんいただい
ております。これは、リエゾンオフィスが行う学生対象事業の中で最
も重要視しているところです。今後の彼らの活躍を楽しみにすると
ともに、ご協力くださった方々に感謝申しあげます。今後ともご支援
のほどよろしくお願いいたします。�

Doshisha New Island Contest 2007
第4回 同志社大学ビジネスプランコンテスト�

日時：2007年12月15日（土）13：00より�
場所：同志社大学新町キャンパス　尋真館20番教室 �
�

　プレゼンテーション部門は22組中予選審査を通過した6チームが発
表を行い、審査委員の審査および来場者投票により順位を決定しました。�
�
　ポスター部門は、予選通過を果たせなかったプランを含めた22チー
ムのビジネスプランが会場を彩り、来場者による投票を行いました。 

ポスター部門1位　＝（レーベン）　文学部2回生 高岡 愛、経済学部3回生 上田 航、京都精華大学 河野 愛生、龍谷大学 間宮 大樹�

『おかんごかん』～BIRTHDAYビジネス～（顔採用）、京都野菜取引所（ショッキング）、レンタル別荘～絆を形に～（KY）、ご当地マップ（創造堂）、�

ペットボトル広告“ひきまっせ”（ピザメン）、「学生企画」（FMK planning）、シニア層のための、マイナースポーツ商品販売（グランド）、団塊の世代は大学を救う計画（極め）、�

get beauty（政策学部1回生 増田彩香）、Ultimate Ecology（HEROes）、新入生を守れ（smartaleck）、企業広告の入ったクーポン付傘「タダ傘」を配布する事業（チーム FNT）、�

屋上緑化カフェで「いやし」と「健康」を（M's）、広告車による新規レンタカー事業～公道を走るF1～（さんだす）、名刺の電子化～CYSM～（if）、�

服のコーディネートお手伝いします（がちゃぴん戦隊）、きっと後悔するスーツ選びをするあなたに（SPT）、Solo Karaoke（Son-Nani）、カサぱっくん（同志社香里高校 岩崎香織）、�

e-MAP ～DOCODEMOさーち～（同志社香里高校 河村佳代）、楽開け！！ 落ちへんふた！ （同志社ファイターズ）�

●プレゼンテーション部門 出場プラン�
�

●ポスター部門出場者�

1位　京都野菜取引所（ショッキング）　商学部3回生 田中 淳士　��
2位　『おかんごかん』～BIRTHDAYビジネス～（顔採用）　商学部4回生 木村 真規子、商学部4回生 眞田 菜穂子、政策学部4回生 竹内 愛、京都大学 前川 和都��
3位　名刺の電子化 ～CYSM～（if）　法学部2回生 福井 一生�
�

ペットボトル広告“ひきまっせ”（ピザメン）、レンタル別荘～絆を形に～（KY）、広告車による新規レンタカー事業～公道を走るF1～（さんだす）�

主催／同志社大学・同志社大学リエゾンオフィス・同志社ベンチャートレイン 　　協賛／株式会社南都銀行・株式会社池田銀行・同志社校友会大阪支部 産官学部会（LCC）　 �

�

〈以下発表順〉�

〈以下エントリー順〉�

1位 京都野菜取引所� 2位 「おかんごかん」�
� ～BIRTHDAYビジネス～�

�

～CYSM～�
3位 名刺の電子化� ポスター部門1位　＝�

�

ご興味を持たれた方は、下記までご連絡ください。�

ご希望の方には、Windows Clusterに関する情報交換のためのメイリングリストへご登録させていただきます。�

　廣安知之研究室…0774-65-6932　 tomo@is.doshisha.ac.jp
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特集｜同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』～新たな技術革新への挑戦～�

特集｜同志社大学『Windows HPCコンソーシアム』～新たな技術革新への挑戦～�
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同志社大学とコンソーシアムへの期待�

第4回 関西・関東10私大産学連携フォーラム�

　2007年12月13日、関西学院大学西宮上ヶ原キャンパスにて、

『イノベーションと大学間連携』と題し、第4回関西・関東10私大

産学連携フォーラムを開催した。本フォーラムは関西（関西大学・

関西学院大学・立命館大学・同志社大学）と関東（慶應義塾大学・

中央大学・東京電機大学・日本大学・明治大学・早稲田大学）の

10私大の知を結集し、研究成果を広く産業界等に還元すること

を目的としている。�

　基調講演では、シャープ株式会社 ディスプレイ技術開発本部 

技監 船田文明氏をお招きし、「イノベーション創出とプレイヤー（個

人・大学・企業・政府の役割）・・・液晶ディスプレイの場合を振り

返って・・・」というテーマで、液晶ディスプレイ開発時の経験に基

づいて話があった。また、このような10の私立大学が集まるこ

とで大学間連携が強化されることに対する期待も語られた。�

　引き続き、主催10私大から研究シーズ発表があり、本学から

は廣安知之准教授（工学部インテリジェント情報工学科）が、早稲

田大学宮下朋之准教授（創造理工学部総合機械工学科）との共

同研究成果「手術シミュレーションとその並列化」を発表した。

この発表は、本フォーラムの趣旨である「私大の知の結集」を体

現した共同研究による成果の発表であり、場内の注目を集めて

いた。10のシーズ発表は長時間に及んだが、各大学から若手教

員を中心としたさまざまな最新の研究成果の発表があり、200

名を超える参加者は熱心に耳を傾けていた。また、同時展示し

ていた各大学のブースでは、最新の技術に関心をもつ企業関係

者や支援機関から、多くの質問があった。�

　終了後には懇親交流会が行われ、講演者・大学研究者と参加

者がテーブルを囲み、意見交換や情報交換などが行われた。�

　今後、関西関東の10私大がより密な連携を行うことで、新た

なイノベーションの創出が期待されている。�

第4回 同志社大学ビジネスプランコンテスト�

Doshisha New Island Contest 2007

JRA

「若者層が『馬の美しさ』に関心を高める広告プロモーション企画研究」�

　産学連携は理系研究開発型産学連携に限ったことではない。

本稿は広告・デザインという視点から文系産学連携を考える。�

　同志社大学は2007年4月、株式会社中央競馬ピーアール・

センターより「若者層が『馬の美しさ』に関心を高める広告プロ

モーション企画研究」を受託した。この研究は、日本中央競馬会�

（JRA）のファン獲得のためのPR映像を同志社大学と立命館大

学の学生がそれぞれ制作し、京都競馬場のG-1レースのターフ

ビジョンで放映する企画である。�

　JRAでは、1994年には24%いた若者ファン層が2006年に

は7%に減少するなど、若者層の競馬離れの問題がある。若者の

ファン層を増やすために、JRAは同志社大学、立命館大学にアイ

ディアとパブリシティを期待し、このプロジェクトが実現した。�

　同志社大学は、プロジェクト科目「京町家文化再考―再生利

用と伝統の継承」(科目担当者Pang Jun社会学部嘱託講師)から、

有志で映像プロジェクトゼミを編成し、この企画に携わった。�

　当然のことだが、ある映像作品を制作するまでには、撮影・編

集技術はさることながら、莫大な時間と労力を費す。プロジェク

トチームの学生は企業との面談、ニーズへの対応、電話応対ま

で一連の企画に携わり、座学ではなくフィールドワークを中心に

このプロジェクトを遂行した。�

　映像作品は先述のとおり、11月のG-1レース「マイルチャン

ピオンシップ」で放映

され、各マスコミで取

り上げられるなど大学

にも企業にも宣伝効果

の大きいものとなった。�

　この事例から未開拓

な文系分野でも連携

次第でさまざまな効果

が期待されることがお

わかりかと思う。文系

産学連携も今後注目

に値するのではなかろ

うか。�

LIAISON CAFE

　マイクロソフトが対外的にHPCへの取り組みを明らかにしたの

は2005年11月である。シアトルで行われたHPC業界最大のイベン

トSC 05で、マイクロソフト会長のビル・ゲイツが基調講演をしたの

がそれである。“The Future of Computing in the Sciences”と

題した講演でビルは科学者の研究とコンピュータを切れ目なくつ

なぐこと、その障害となるものを取り除くこと、洞察を得るまでの時

間を短縮することがマイクロソフトの使命であると述べ、その第一

歩としてWindows Compute Cluster Server 2003（CCS）の提供

を発表した。SCでベータ版の提供を開始したCCSは翌2006年6

月に正式に出荷された。CCSはHPC Goes Mainstreamをスロー

ガンに、いままでHPCの世界に入ることを躊躇していた人たちを招

きいれ、世界の科学技術の発展に寄与することが目標とされた。�

　米国本社でのこの取り組みを受け、日本での取り組みが検討

された。その中で、やはり日本は製造業の国であり、製造業、特に

中小製造業に貢献することが最大の目標と設定された。こうし

た業種にCCSを知ってもらうにはどうすればいいか、インフルエン

サーは誰か、と検討した結果、同志社大学の三木教授が候補に

挙がった。幸いにも三木先生も同じ考えをお持ちで、設立された

のがWindows HPCコンソーシアムである。このコンソーシアムは

HPC技術の普及啓蒙を最大の目標とし、セミナーやチュートリア

ルを通じて、中小企業を中心とした多くの製造業の方々にHPC

技術の提供を行っている。決してHPCは一部の人のものではなく、

その恩恵は誰にでも享受できるものである、という三木教授の考

えは徐々に形になり始めている。今後も同志社大学、ならびに

Windows HPCコンソーシアムを通じ、日本の科学技術振興に貢

献するのがマイクロソフトの使命であると考えている。�

同志社大学と続けるHPCへのチャレンジ�

　Windows HPCコンソーシアム設立から約2年が過ぎようとして

います。 �

　コンソーシアム設立以前より同志社大学とは、ユーザーとベン

ダーの域を超え、並列計算（HPC）へのチャレンジを行ってまいり

ました。このコンソーシアムもその中の一つとして従来 Linuxベー

スであったクラスタシステムをスタンダードOSであるWindowsへと

広げていく一歩としてスタートしたものです。 「HPCをトライしたい

けれどもLinuxは…」というユーザー様も実は多くあり、特に今まで

Windows中心でお使いのユーザー様などは、Linuxへのハードル

があるのも事実です。この点を並列計算(HPC)研究の国内での

パイオニアである同志社大学は既に大規模クラスタの経験も非

常に豊富であり、OSにとらわれること無く、また、OSの違いでのメ

リット・デメリットなども把握できる数少ないユーザーですので、これ

からHPCを取り組もうとしているユーザー様の指針となるべく国

内HPC分野を先導していただくことを期待しております。また、新

たな可能性含め非常にチェレンジングな姿勢に弊社も共感を

持っておりますので、今後も更なる協力体制を保っていきたいと

思います。 �

　同志社大学が中心であり、弊社も設立メンバーでもある

Windows HPCコンソーシアムに対しては、世のコンピュータOSの

殆どがWindowsの中、普段より使い慣れたユーザーフレンドリー

な環境のままで並列計算をより多くのユーザー様が利用できるよ

う先導すべきと思っております。次期バージョンは機能・性能も格

段の向上とのこと、2008年こそWindows HPCコンソーシアムが力

を発揮する年になると思います。�

同志社大学の発展に必要な計算科学�

　我々の粉体工学研究室では、粒子要素法を中心に分子動力

学法やモンテカルロ法、CIP法など各種の手法を利用して、高速

大規模シミュレーションを行っている。これまで文部科学省学術フ

ロンティア事業や京都府地域結集型共同事業において、大きな

成果をあげてきた。これは、計算科学が、理論、実験に続く第3の

手法として確立されてきたからである。また、2012年には、神戸に

次世代のスーパーコンピュータが設置される予定である。これは、

1秒間に10ペタ（1015） Flop/S計算能力を有する地球シミュレータ

の後継機で、10ペタが日本の単位では「京（1016）」であることから、

「京速コンピュータ」と呼ばれている。先に述べた計算シミュレー

ションが今後、ますます重要になること、京速コンピュータを中心に

関西での計算科学の進展が予想される。同志社大学での理工

学の研究を発展させるためには、HPC関連の研究の充実は必

須である。そのためにも、このコンソーシアムには大きな期待を寄

せている。HPC関連の充実の鍵は、現在よりも多くの研究者に

大規模計算シミュレーションを行ってもらうこと、および多くの学生

に計算科学のカリキュラムを提供し教育を行うことにかかっている。

WindowsをOSとするクラスタは、研究者のすそ野を広げ、学生に

利用を促進する鍵の一つになると考えられる。�

Windowsクラスタで業務改善�

　ナルックス株式会社では主にプラスチックによる光学素子を製

作しております。この素子の設計、あるいは性能評価において数

値計算による電磁波解析を行っておりますが、大量の計算およ

び非常に時間のかかる計算に対してパワーが足りていませんで

した。そのような折に、同志社大学の三木先生からWindowsによ

るHPCのお話をお伺いし、クラスタマシンの導入に至りました。�

　導入したクラスタマシンは管理ノード1、計算ノード8の構成です。

マシンを導入したことで処理能力が向上し、計算によっては処理

にかかる時間が10分の1程度に短縮できました。システムが

Windowsベースということもあり、導入から運用まで比較的短い

期間で立ち上げることができたのも幸いでした。現在では、並列

計算機の特性を生かした最適化計算などに利用しています。今後、

新たな解析手法の導入やデータ処理への利用など、さらなるクラ

スタマシンの活用を進めていく予定です。�




